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―Kenneth BranaghのHamlet（1996）の場合―
渋谷義彦
Shakespeare's Hamlet on Film
―In the case of Hamlet by Kenneth Branagh―
Yoshihiko Shibuya
1　はじめに
　1996年Kenneth　Branaghは、　Shakespeareの戯曲
Hamletを、原作の台詞のカットを一切せずに映画化
して話題を呼んだ。BranaghのHamletは舞台を19世
紀頃のデンマークにしてあり、バロック様式の華麗な
宮殿（ロケーションはイギリスのBlenheim　Palace）
を背景にしている。物語のほとんどは、壁にいくつも
の大きな鏡が張り巡らされた豪華絢欄な大ホールとそ
れを取り囲む一階と二階の部屋と回廊および城外で展
開する。原作第一一幕二場におけるClaudiusの結婚披露
の雄弁な演説は、大ホールにおいて、盛装で参列した
多くの廷臣達を前にして、盛大に行われる。
　Shakesp　eare劇の映画化の歴史はサイレント映画に
まで遡るが、翻案物も含めて本格的な作品が現れたの
は第二次世界大戦後になってからである。悲劇
Hamletに関して云えぱ、　Kenneth　Branagh監督・主
演のHamlet（1996）以前では、　Laurence　Olivier監
督・主演Hamlet（1948）、　Franco　Zethrelli監督・Mel
Gibson主演のHamlet（1990）がよく知られている・
この二作品においては、他のほとんどのShakespeare
の映画作品同様、原作のプロットや台詞のカットが大
胆に行われている。それらの中では当然ながら・
ShakespeareのHamietの中のある側面が照らし出され
るが、除外されてしまうものも多いのである。例えば、
OlivierのHamletでは、デンマークをおびやかすノル
ウエー王子Fortinbrasの話も、スパイ役の
RosencrantzとGuildensternの話も省略されてしまう。
映画の冒頭でOlivierは次のように云う：”This　is　the
tragedy・f　a・man・wh・c・uld　mt燃e　up　his　ml磁”
この言葉よってOlivierは彼なりのHa1η1e橡を選択釣
に表現することができたとも言える。結果的にそれは
それですぐれた作品になった。
　これに対してBranaghのHamietは、　ShakespeareWh
曲のすべての台詞を、わずかな台詞の置換を除いては、
一字一句を忠実に再現した大胆不敵な作品である。詰
果的に4時間を超える前代未聞の長い作品になってし
まった。この作品の評価をめぐっては大いに意見の分
かれるところだが、本稿ではBraRaghの無謀とも患え
るこの試みの中のいくつかの際だった点を挙げて、
Shakespeare劇の映画化について考察したい。
2　台詞と映画の写実性
Shakespeareの戯曲が映画化されても、翻案物を除
けば、映画の中のシナリオはそのまま戴曲のものを用
いる傾向にある。Shakespeareの戯曲はエリザベス朝
時代の英語で香かれており、現代英語とは単語の意味
も文法も多少異なっている。それだけでなく、当時灘
戯曲は詩と散文で書かれており、Shakes嚢e器eはこ｛摯
二づを登場入物の階級や教養、精神状態、§薄象ど｛二
よって使い分けている。詩は豊かなイメーミ≠、美しい
律動、比喩などの詩的技巧、さらには馨蓬毒範蓼な淡
技によって観客の想像を駆蕃｝立て、舞台毒鍛も戴桑甕
問と餌単な舞台装置にもか象わらず、いや塾えやてそ
れがゆえに、舞台の書境蚕に慈Oえ多巌蓬雰織薫や饗
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　景を醸し出すことができた。Shakespeareが用いた詩’
　形Blank　Verse（五詩脚無韻詩）は、韻に拘束されな
　い自由さがあり、叙述的な劇詩に向いていた。彼は、
　劇作活動を通じてこの詩形を徐々に完成させていった
　のである。また、少ない言葉で多くのことを意味しよ
　うとする凝縮された詩の言葉は、時にはその多義性ゆ
　えに曖昧になり、Shakespeareの言葉の奥の深さを生
　み出したのである。
　　ところが、Shakespeareの戯曲の生命ともいえる劇
詩とそれが喚起する観客の想像こそが、Shakespeare
劇の映画化にとって、あるジレンマを引き起こす原因
になっているようである。すなわち、映像を手段とす
る映画は程度の差はあっても写実的であることを宿命
とし、詩として様式化された台詞やその文学的曖昧性
とは両立し難い側面を持っているのである。また、詩
の台詞によって刺激される観客の不定形の想像を映画
の映像によって限定してしまうことにもなるのであ
る。Shakespeare劇の映画化においては、様式化され
た台詞の持つ効果と映画の写実性の折り合いをどのよ
うにつけるかが問題になるのである。しかしながら、
映像の写実性や客観性を追求する、あるいはそのよう
に見える、映画といえども一つの芸術表現であり、カ
メラ被写体の選択、カメラのアングル、クロー一ズアッ
プ、フラッシュバック、映像の編集などの中に、すで
に映画監督やカメラマンの技巧や主観が反映してしま
うことを忘れてはならない。　　　　　　　　　　　　－
　Branaghが原作の台詞を忠実に再現したということ
は・その台詞に束縛されたということでもある。結局、
主要な登場人物は通常の映画では考えられない多量の
台詞を喋ることになる。スクリーンの中の写実的な、
自然なアクションや表情とともに詩の台詞が話される
とき、どうしてもある種の違和感が生じてくる。詩の
台詞が本来要求するとおりに喋ればオーバーアクショ
ンになる傾向がある。Branaghは、役者に台詞を口語
的な口調で喋らせることによって違和感を少なくして
いる。別の方法として、台詞の絶対量を減らすことが
考えられるが、彼はこの方法はとらなかった。俳優と
してのBranaghはShakespeareの台詞を現代英語のよ
うに喋る天才なのである。また、舞台と違って映画で
は小さな声も観客に聞かせることができるので、都合
が良いのである。
　台詞の曖昧性についてはどうか。Hamletという劇
は主入公の性格一つとっても、優柔不断なのか、臆病
なのか、厭世家なのか楽天家なのか決定できないよう
に、曖昧さに満ちた作品である。しかし、より写実的
な映画では、原作の台詞の意味の曖昧性にある解釈が
なされる。映像の最小単位はショットであるが、いか゜
なるショットのうちにも、カメラマンや監督の意図が
反映している。これら複数のショットは、統一された
意図に基づいて、編集（モンタージュ）され、一一．一つの
場面になる。統・一一された意図はある解釈を前提にして
いるのである。解釈が曖昧なところは台詞を喋る人物
像もぼやけたものになる。
　映画において多く使われるクローズアップの技法
は、言葉以上に雄弁な人間の顔の表情を観客に大写し
で見せることになる。通常、人物の表情がクローズァ
ップで映し出される際に、観客は人物のその目や眉や
口の動きに暖昧性があることは我慢できない。曖昧性
がゆるされるのは、それ自体に明確な意味がある時に
限られるべきである。Hamletが暖昧な言葉と行動に
よって周囲の目を欺くとき、曖昧な表情こそがショッ
トの狙いになるのである。
　次に、映像によって解釈を与える顕著な例をこの映
画から挙げてみたい。Poloniusは、　Hamletの狂気の原
因はOpheliaへの恋の悩みであると王と王妃の前で断
言する。原作では、その証拠としてHamletがOphelia
にあてたラブレターの一節をPoloniusが読むことにな
っている。BranaghはPoloniusではなくてOpheliaに
これを読ませている。
Ophelia：　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　‘To　the　celestial，　and　my　soul’s　idol，　the　most
　beautified　Ophelia，’一
　’In　her　excellent　white　bosom，　these＿’
Gertrude：
　Came　this　from　Hamlet　to　her？
　　　　　　　　　　　　　　　（原作il．ii．109・113）
　この映画ではHamletとOpheliaはすでに親密な関係
にある。王と王妃の前で、Hamletからの手紙を読ま
ざるを得ないOpheliaの声は萎縮してとぎれがちであ
る。”her　excellent　white　bosom”と言ったところで、
王妃は二人の既に親密な関係を知って驚き、目を閉じ
る。こうして映像はそこに新しい解釈を与えた。
Shakespeareの時代には、この表現はラブレターの結
びに良く使われた言葉であった。”　bosom”は女性のコ
ルセットの前に付いているポケットで、女性は大事な
手紙や恋の形見・それにお金などを入れておいたらし
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い。しかし、Branaghこれをは文字通りOpheliaの白
い胸と解釈させたのである。
　また、デンマークからノルウェー王へ派遣された公
使Voltemandの帰国後の報告の中で（U．ii．60・80）、デ
ンマーク攻撃を断念し老王に謝罪する王子Foftinbras
の映像がフラ’ッシュバックによって映し出されるが、
王子の大写しの不敵な眼差しからは、その謝罪は見せ
かけであり、敵を油断させる戦略であることが暗示さ
れるのである。Branaghは原作の台詞を何一つ変えず、
撮影技術でこれをおこなっているのである。
　次に、場面の状況も台詞も暖昧な原作第三幕第一場
のいわゆる’「尼寺のシーン」において、Branaghは
Hamletの曖昧な台詞や感情の急激な変化をどのよう
に演出したかを見てみたい。
　Hamletの狂気の原因はOpheliaとの交際ができなく
なったことにあると考えたPoloniusは、さらに確かな
証拠をつかむために、OpheliaとHamlbtを二人だけに
する機会をつくり、王Claudiusとともにその様子を
覗こうとする。OpheliaはPoloniusの指示どおり祈祷
書を読みながらホールを一人歩いている。
Polonius：
　Ophelia　walk　you　here．　一　Gracious，　so　please．’you，
　We　will　bestow　ourselves．－Read　on　this　book，
　That　show　of　such　an　exercise　may　’colour
　Yollr　loneliness．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿．i．43－46）
　王子との交際を控えることは父Poloniusの命令であ
ったが、Opheliaはここでも父の命令に忠実に従って
いる。この時点でOpheliaは既にHamletが異常な振舞
いをしているのを知っている。そして、父の言葉から
Hamletの発狂の原因が自分にあると信じつつある。
王とPoloniusはホールの壁の大鏡の裏に隠れる。この
鏡はマジックミラーになっていて、Hamletに気づか
れずに様子を見ることができるのである。やがて
Hamletがやって来て、一枚の大鏡に映る自分の姿を
見ながら独白をおこなう。同時に鏡の裏の二人に向か
っていることをHamletは知らない。独白の後で、ホ
ールの片隅に一人いるOpheliaに気づく。
Hamlet：
　Soft　you　now，／The　fair　Ophelia．
＜HamletはOpheliaに近づいていく。彼は全く警戒し
ていないし、狂気を装うこともない。＞
　Nymph，　in　thy　orisons／Be　a1！　tny　sins　remembered．
＜’Nymph’はOpheliaへの呼びかけの言葉で、特に皮
肉や気どりは感じられない。’a！1my　sins’は一般的な
罪を意味しており、特に意味有りげではない。＞
Ophelia：
　Good　my　lord，／How　does　your　honour．for　this
　many　a　day？
Hamlet：
　Ihumbly　thank　you，　well，wel！，welL
＜Opheliaの言葉は形式的ではあるが、最初の表情は
普段の様子のHamletに会えた喜びの表情である。
Hainletは形式的な挨拶の本当の理由にまだ気づかず、
照れながら返事をする。Opheliaが優しく軽く笑う。
HamletはOpheliaを抱き寄せキスをする。　Opheliaは
一瞬見張られていることを忘れたようだが、すぐに思
い出してHamletから離れようとする。離れた時の
Opheliaの表情は固い表情に変化している。＞
Ophelia：
　My　lord，　I　have　remembrances　of　yours／That　I
　have　longed　1ong　to　re・deliver．／I　pray　you　now
　receive　them．
Hamlet：
　No，　not　I，／I　never　gave　you　aught．
＜カメラは二人の横顔を同時にとらえ、それぞれの表
情を大写しする。恋の形見の品を返したいと云う
Opheliaの言葉に、驚いたHamletは、何も与えていな
いと思わず応える。ここでのHamletの表情はOphelia
の真意がつかめない様子だ。Opheliaはさらに続け
る。＞
Ophelia：
　My　honoured　lord，　you　know　right　well　you　did，／
　And　with　them　words　of　so　sweet　breath
　composed／As　made　the　things　more　rich．　Their
　pe㎡ume　lost／Take　these　again，　for　to　the　noble
　mind／Rich　gifts　wax　poor　when　givers　prove
　unkind／There　my　lord．　’
＜Opheliaの言葉は内容だけでなく表現がよそよそし
い。言葉の真意をつかめないでいたHamletは、
Opheliaの目の動きと、’to　the　noble　mind’とやや高慢
な表現をしたことから、彼女の言葉が彼女自身の言葉
ではないことに気づく。彼女がHamletの真意を探る
ために遣わされていることを知る。Opheliaが差し出
した恋の形見を手で払いのけて、彼女が自分の気持ち
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　を素直に話しているのかを確認しようとする。ここか
　らHamletの言葉は暖昧になってくる。＞
Hamlet：Ha，　ha　are　you　honest？
Ophelia：My　lord？
Hamlet：Are　you　fair？
Ophelia：What　means　your　lordship？
Hamlet：
　That　if　you　be　honest　and　fair，　honesty　should
　admit　no　discourse　to　your　beauty＿
〈’honest’は、ここでは「貞淑」と「誠実」の二重の
意味をもつが、初めは後者の意味の方で使われている。
今度はOpheliaの方がHamletの真意を確かめようとす
るが、Hamletは意味有りげな暖昧な言葉を怒りの激
　しい口調で喋り、真意を覆い隠してゆく。＞
Hamlet：＿I　did　love　you　once．
＜曖昧な長い言葉の最後のこの言葉では、その前に少
し間がおかれ、Hamletの悲しい表情が大写しになり
これが本心からの言葉であることが暗示される。＞
Ophelia：
　indeed　my．　lord　you　made　me　believe　so．
Hamlet：
　You　should　not　have　believed　me，　for　virtue
　can　not　so　inoculate　our　old　stock　but　we　sha！1
　relish　of　it　I　loved　you　noL
＜しかしOpheliaの反応は彼の望んだものではなっか
たようだ。Hamletの愛を疑うような彼女の言葉に対
して、Hamletはまた荒々しく曖昧な言葉を続け、前
の言葉とは反対の言葉を言う。翻弄されるOpheliaは
悲しげな表情で次のように言う。＞
Ophelia：
　Iwas　the　more　deceived．
Hamlet：
　Get　thee　to　a　nunnery　一一why　would　thou　be　a
　breeder　of　sinners？＿Go　thy　ways　to　a　nunnery．
　Whereもyour　father？
Ophelia：
　At　home　my　lord．
Hamlet：
　Let　the　doors　be　shut　upon　him，　that　he　may　play
　the　fool　nowhere　but　in’s　own　house．　FarewelL
＜’Go　thy　ways　to　a　nunnery．’と云った瞬間に、物
音がして、スクリーンには一瞬王とPoloniusの姿が映
される。慌てて後ろを見るOpheliaの目の動きが映る。
これを見たHamletはゆっくり壁の方を見る。観察さ
れていることに初めて気づく。自分を欺いていた
Opheliaをじっと見て、　Opheliaの誠実さを確かめるよ
うに、彼女の父の居場所を聞く。Opheliaは信じても’
らえないことは承知のうえで、’At　home　my　lord．’と
応えなければならない。彼女の苦悩の表情を見ながら、
愛する者からも裏切られた悲しみと、卑怯なわなをし
かけた者への怒りもこみ上げ、彼女の腕を乱暴に引き
ながら、大鏡の後ろに隠れているPoloniusを捜そうと
する。〉
　「尼寺のシーン」では、Poloniusが隠れて聞いてい
るのをHamletが気づいているか、気づくとしてもど
の時点で気づくかによって、台詞の意味も役者の演技
も変わる場面である。上の分析からわかるように、映
画では、舞台では表現できない細かな心の動きまでを、
クローズアップの技法を利用して伝えることができ
る。そして、映像の各ショットには、シナリオの細か
な解釈が前提になっているのである。改めて驚くべき
ことは、Shakespeareの戯曲が映画の細かな解釈に耐
えうるだけの、あるいはそれ以上の包容力を持ってい
ることである。Branaghもこの場面に横たわるすべて
の意味や感情を汲み上げ表現し得たわけではないが、
写実性を求めてShakespeareの台詞に挑んだことは評
価できる。
3　プロットの改編
　暖昧な台詞を解釈で埋めていく作業は、台詞の集合
体としてのプロットの曖昧性の解決に向かう。写実性
を求めようとすればするほどこの傾向は強まる。
Branaghの場合は、原作の台詞をそのまま変えずに使
うという大前提があったと思われる。その結果として、
Branaghは原作の台詞という法律の網の目をかいくぐ
って、合法的な手段で暖昧性を埋める作業を行ってい
る。ここではこの映画でもっとも特徴的な二つめこと
を述べたい。一一つはOpheliaの行動にこれまでになく
十分な因果関係をもたせたことである。もう一つは、
ノルウェーの王子Fortinbrasにまつわる話を拡大し
て、映画の最後には彼にデンマーク陥落を実現させた
ことである。
　Opheliaに関しては、原作の台詞からだけでは人物
像が希薄であった。父親の命令どおりに行動し、
Hamletからはつれない言葉を浴びせかけられ、自分
の意志で現れたときは正気を失っていた。確かに、狂
った彼女の姿は痛ましく、Gertrudeによって語られ
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る溺死の様子は美しく同情を誘う。彼女のために粗末
な一かえってそれゆえ哀れなのだが一埋葬の儀式が
行われ、兄のLaertesはそれに泣きすがり、Hamletも
いかに彼女を愛してたかを語る。しかし、彼女は周囲
によって美化されているだけで、彼女がいったいどん
な人物であ6たのかそして彼女はなぜ狂ってしまった
のかは漠然としたままである。しかし、Branaghはこ
の映画の中で、映像の技術を活用してOpheliaを蘇ら
せたと云っていいだろう。
　大ホールでの王の演説後（原作では第一幕第二場）、
Hamletは王と王妃の頼みを聞き入れデンマークに残
ることに決めた。王は大いに喜ぶ。式典が終了したと
きに、Opheliaが積極的にHamletに近づいているのが
見える。Laertesは二人の間に分け入りHamletに挨拶
する。また、Laertesは、フランスに再び旅立つ前に、
Hamletとの交際に慎重であるようにOpheliaに忠告す
る。Hamletは王子という身分であれば結婚も自由に
はならないことや、Hamletの愛は一時的な浮気心で
あるから、それを真に受けて大事な操を破ることがな
いようにと告げられる。歩きながら兄の忠告を聞いて
いるOpheliaの顔の表情は明るい顔から泣きそうな顔
に次第に変わっていくのである。さらにその後、父
Poloniusはかなり厳しくOpheliaにHamletとの関係を
尋ねるところがある：
PolOIlius：
　What　is　between　you？Give　me　up　the　truth．
Ophelia：
　He　hath　my　lord　of　late　made　many　tenders
　Of　his　affection　to　me．
Polonius：
　Affecdon？Puh！You　speak　like　a　green　gir1，
　Unsifted　in　such　perilous　circumstance．
　Do　you　believe　his　tenders　as　you　call　them？
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．iii，98－103）
　Opheliaの’　many　tenders　of　affection’という言葉
を父Poloniusは生娘の表現ととって、男の甘言がいか
に危険なものであるかを諭す。Branaghはこの場面に
OpheliaとHamletのベッドシーンのフラッシュバック
を入れ、Opheliaの記憶の中を観客に見せている。
P⊂）loniusにとって生娘の言葉と聞こえる言葉は、父の
前で事実を告げられないOpheliaが使った遠回しの言
葉になってしまう。BranaghはこうしてOpheliaをよ
り自立した女性に変えてしまったのである。しかし、
彼女はHamletに近づくなという父の強い命令には従
わなければならなかったのである。
　Opheliaが父にHamletの様子がおかしいと報告する
場面は、Olivierの映画ではフラッシュバックで、ま
たMel　Gibsonの映画では実際にその場面を設けて、
Hamlet自身が演じている。これに対して、　Branagh
の映画のこの場面は大変興味深いものである。
Ophelia自身が報告しながらHamletを演じたのであ
る。OpheliaにとってHamletの異常な様子は決して他
人事ではないことが視覚的に印象づけられ、同時に彼
女の存在感を増すことに役立っていると考えられる。
　　「尼寺のシーン」の彼女の行動については、前述し
たとおりだが、その他にも、父が殺された直後、’I
don’t　know＿！Idon’t　know．＿’とHamletに向かって
叫んだり、父の死体が運ばれていくのを見て泣きわめ
くOpheliaの姿が映されている。これらに関係する台
詞は原作にはない。Jこうしてこの映画には、彼女が発
狂しても不自然ではない十分な原因が観客に示されて
いる。愛するHamletの発狂の原因は彼女自身にある
と思っているし、そのHamletの愛はいまや疑わしい
ものと思っている。そのうえ、Hamletに父親を殺さ
れてしまうのである。
　発狂後のOpheliaの描写にも意表をつくものがある。
拘束衣を着せられて独居房に収容されている姿や狂気
の治療のためにホースで水をかけられる場面など原作
にない場面も挿入されている。Opheliaは王と王妃の
前に横たわり、男に捨てられた唄を歌うが、そこにフ
ラッシュバックでHamletとのベットシーンが出る。
彼女はHamletに騙されたと思っているのである。
　Opheliaの溺死の様子を語るGertrudeの台詞は詩的
に美しい箇所である。Olivierの映画では、　Gertrude
の台詞だけが語られ、唄を歌いながら小川に浮かんで
流れていくOpheliaの映像になる。これに対して、
Branaghはこの部分にあえてOpheliaの映像をもちこ
　まず、原作どおりにGertrudeに台詞を言わせている。
　これまでは、Opheliaを写実的に描いてきたにもかか
わらず、彼女の最後の様子を詩の描写にまかせている
のである。ここはまた別の意味でBranaghが原作の台
詞を大事にする態度が見える箇所である。もっとも、
　Gertrudeの台詞の後、水に沈んでいるOpheliaの静か
　な顔が一瞬映されるのだが。
　　次に、ノルウェーの王子Fortinbrasについて述べた
　い。ShakespeareのHamletは三組の親子の復讐劇でも
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ある。デンマークの先王Hamletと王子Hamlet、
PoloniusとLaertes、ノルウェーの先王Fortinbrasと王
子Fortinbrasである。このうちのFortinbras親子につ
いては、原作でも台詞の主筋との関係において物足り
ないところがあった。現ノルウェー王の叱責を受けて
簡単にデンマーク遠征をあきらめた王子が、わずかの
土地のためにポーランドに出兵する。凱旋の途中でデ
ンマti一クに立ち寄ったところ、デンマークの王も王妃
も王子も死んでいて、王子の遺言でデンマークの王位
につくことになるのである。Branaghは台詞を変えず
に、腐敗しきったデンマークに迫る驚異をつくりあげ
た。何度か挿入される王子Fortinbrasの不敵な表情の
クローズアップと、ポーランド遠征の新聞記事を不安
気に読むHoratioの様子を挿入し、次第にデンマーク
を取り巻く不穏な気配を感じさせる。最終場面ではノ
ルウェー軍は急に方向を変えてデンマークの城を攻め
これを掌握してしまうのである。
　このように、Hamletを映画化する際には、原作で
は漠然としたままで存在することができたプロットに
まで解釈が及んでくる。合理的な解釈なしでは映像を
とる姿勢が定まらないのである。もちろん、その部分
を削除することも可能である。Branaghが台詞一つ削
除しないという姿勢をとったとき、解釈と合理的な改
編が必要になったのである。
4まとめ
　映画は程度の差はあれ、写実的である。
Shakespeareの戯曲のように様式化された台詞や暖昧
性を伴ったものを映画化する場合は、映画の写実性と
文学の様式化および曖昧性との関係をどう処理するか
が問題になるようだ。
　BranaghのHamletは原作の台詞を一切カットしな
いために、原作の中の数多くの暖昧さに解釈を加え、
原作の様式化との協調を試みなければならなかった。
Opheliaの行動に動機を与え、彼女を偶像ではなく生
きた人間として描くためには、彼女の行動と感情の動
きを描く必要がある。そのためには原作の台詞が許す
範囲で彼女の環境を作り直す必要が出てきたのだ。こ
の映画のOphelia像は伝統的なものではない。しかし、
この映画が生まれた時代を反映していることは間違い
ないだろう。
　Branaghのこの映画化によって私たちが知ることが
できたのは、Shakespeareの戯曲が、よりこまやかな
映画の写実性にも耐えうるということである。戯曲の
中に眠っていてこれまで気づかれずにきた意味や情感
を映画は表現するようになるかもしれない。また、そ
うでなければ、Shakespeareの戯曲を映画化する芸術
的な意味はないであろう。
参考文献：Hamlet，　Prince　of　Denmark（The　New
　　　　　Cambridge　Shakespeare，1985）
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